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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

本研究は，ベトナムにおける農村開発に関する政策に注目し，それを統計的因果推論に基礎

づけられた評価手法によって，その農村開発政策の効果を厳密に分析することで，エビデンス

に基づいた持続可能な農村開発政策の立案・実施に寄与しようとするものである．具体的には，

(1)農地使用権の期間延長が農地の持続可能性を高める農家の投資行動にどのような影響をも

たらすか，(2)茶生産農家に有機肥料を導入させるための政策として安価な情報提供政策は補

助金政策を代替できるのか，(3)マイクロファイナンスは少数民族農村家計の厚生を向上でき

るのか，という 3つの問題に対して，因果推論に基づいた回答を得ることをテーマとした農村

開発研究であり，独自性，有用性を持つ． 

 論文は全 5章で構成されている．第 1章では研究の学術的背景と動機を説明し，既存レビュ

ーを踏まえた研究目的を設定した．第 2章では，パネルデータを用いた差の差分析を行い，農

地使用権の期間延長に関する正確な理解は，長期的に農家の生産を向上させる投資を上昇させ

ることを示した．第 3章では独自のフィールド経済実験によって，茶生産農家に対する有機肥

料の情報提供政策は，補助金政策と代替可能であることを明らかにした．第 4章では．独自の

農村家計調査データに傾向スコアを用いたマッチング分析手法を適用し，少数民族農村家計の

マイクロファイナンスプログラムへの加入は，その教育支出を高めることを明らかにした．第

5章で全体の分析結果から得られた知見をまとめ，エビデンスに基づいた持続可能な農村開発

のあり方を提示している． 

 なおこれまでに本論文に関連して国際誌で学術論文 1編が出版されている．以上，審査の結

果，本論文の著書は博士（学術）を授与されるに十分な資格があるものと認められる． 
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